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編 集 後 記

第27巻3号をお届けするにあたり残念なお知らせがあります。今年度から編集委員長として本誌をリー
ドされてきた蔡芢錫先生が事情によりお辞めになられました。先生は本誌のあり方を基本にかえって見
直し新しい方向へと進めていこうとされていた所であり，学会にとって非常に大きな損失です。今号の
編集もほぼすべて先生のご尽力によるものであり，本誌を代表して先生のこれまでのご貢献に感謝いた
します。なお先生には本誌の将来へむかっての貴重な示唆をいただきました。ここに，先の号に掲載さ
れた Lips-Wiersma 氏の講演に関連して先生が書かれたものを一部補記のうえ引用します。

第 27 巻 2 号掲載の Lips-Wiersma 先生の講演は，我々が忘れかけていた理想を前面に押し出して
いる。振り返ってみると，我々はまさに先生の根本的な問い，つまり，意味のある研究，世の中の
ためになる研究，より良い世界作りに貢献する研究をやりたくて，研究者としての道を選んだのだ。
それが故に我々は，「これでいいんだ，現実だからしかたないんだ」と自分自身に言い聞かせながら
も，時々「本当にこれでいいだろうか，私ってこんな研究をするために研究者となったのだろうか」
という根本的な問いに悩まされる。時々我々を襲ってくるこのような問い・悩みの根底には，「意味
の喪失」がある。「私は本当に，世の中のためになる研究・教育を行っているか」，という意味の喪失。
しかしだ。よく考えてみよう。知的な好奇心・夢に駆られた研究，世の中のためになる研究，より
良い世界作りに貢献する研究が果たして我々の夢・理想であろうか。いや，これらの研究は我々の
夢・理想なんかではない。これらの研究は，我々共同体の「目標（goal）」であり，「存在意義」であ
り，社会が我々共同体に託した「社会的責任」である。

後任を務めるにあたっては先生のお考えを大切にしつつ，経営行動科学の専門誌として研究者，実務
家のみなさまに最新の成果を伝え，研究と実践に貢献する学会誌づくりのため努力していきます。なお，
常任編集委員には松尾睦先生にも加わっていただきました。
本誌はみなさまによる投稿と編集へのご協力によって成り立っています。今後ともご支援いただきま

すようよろしくお願いいたします。

　編集委員長　井手　亘
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